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評価が低くなった。  

射耐水紘験や耐遅試験ではぎ 全ての塗料において目視に   

よる塗面の変化は認められなかった。吸水量や吸湿量   

′ざ；冥な1∴ た妖削ごこr 柿渋塗料 ニカワ㌫杵渋塗料∵   

は未処理に近い吸水性や吸¢放湿性があった。  

＝然塗料9 柵渋塗料タ ニカワ・柿渋塗料などの天然高  

分了▲による低環境負荷型塗料は塗料の成分構成により差  

異があるものの汎用塗料より耐久性が劣る反面9 未処理  

に近い吸水性や吸。放子厨性を有することがわかった亡 こ  

れらの塗料特性を考慮L、用途ヤ場所を使い分ける必要  

がある◆  

参考文献  

1）大野善隆：大分県産業科学技術センター、作成9年度研   

尭報告ア156－159（1997）  

2）入野薫降：人分県産業科学技術センター平成川年度研   

究報告」聴－147（］998）  

川0   

80   

60   

40   

20  

0  

（
諾
）
 
当
欄
濱
彗
 
 

ノ済や／ 
吟－〆㌔ゝ㌔∫㌔′㌔＿臥㌔㌔                        ゝ褒L∫  
し′雄  
や 

塗料   

n凱11吸水量比（耐水言朗鋸  

れ、 
。ぃ 

∩
リ
 
 
 
 
 
0
 
 
 
 
 
‖
 
 
 
 
 
－
U
 
 

て
＼
ぞ
 
渦
禦
璧
 
 

湿度別）％  

芦
＼
ご
 
哨
甥
淫
 
 

Fiだ。2 吸湿量（耐湿試験）   

如上ル  




